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日興アフリカ株式ファンド

＜基準価額の推移グラフ＞
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純資産総額（右軸） 分配金込み基準価額（左軸） 基準価額（左軸）（円）

運 用 実 績

基準価額　： 14,596円

純資産総額： 6.67億円

＜分配金実績（税引前）＞
09･10･13
100円

＜基準価額の騰落率＞
1ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 ３年 設定来
-1.93% 0.72% 6.75% 78.54% - 46.96%

ファンドの概要

設 定 日 2008年9月30日

償 還 日 2018年10月10日

決 算 日 原則10月10日

収益分配 決算日毎

※このレポートでは基準価額および分配金を１万口当たりで表示しています。
※当レポート中の各数値は四捨五入して表示している場合がありますので、
　それを用いて計算すると誤差が生じることがあります。
※当レポートのグラフ、数値等は過去のものであり、将来の運用成果等を
　約束するものではありません。

投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額
は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。後述のリスク情報とその他の留意事項をよくお読みく
ださい。
■当資料は、日興アセットマネジメントが当ファンドの投資信託説明書（交付目論見書）を補足することなどを目的とし、投資家の皆様に当ファ
ンドへのご理解を高めていただくために作成した販売用資料です。掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用
成果などを保証するものではありません。

※基準価額の騰落率は、分配金（税引前）を再投資し計算しています。

※分配金込み基準価額の推移は、分配金（税引前）を再投資したものを表示しています。
※基準価額は、信託報酬（年率2.07675％（税抜2.015％）程度）控除後の値です。信託報酬の詳細につきましては、
  後述の「手数料等の概要」をご覧ください。

ファンドの特色
１．高い経済成長が期待されるアフリカ諸国の株式に幅広く投資を行ないます。
２．投資国・テーマ別の分析と個別企業の分析によって銘柄を厳選し、中長期的な
    信託財産の成長をめざします。
３．実質的な運用は、アフリカ株式投資で実績のある スイス・アンド・グローバル
    ・アセットマネジメントが行ないます。

※比率は当ファンドの純資産総額比です。

＜資産構成比率＞
ＪＢ アフリカン・エクイティ・
ファンド 98.4%

マネー・アセット・マザーファンド 0.5%
その他 1.1%
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投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額
は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。後述のリスク情報とその他の留意事項をよくお読みく
ださい。
■当資料は、日興アセットマネジメントが当ファンドの投資信託説明書（交付目論見書）を補足することなどを目的とし、投資家の皆様に当ファ
ンドへのご理解を高めていただくために作成した販売用資料です。掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用
成果などを保証するものではありません。

※スイス・アンド・グローバル・アセットマネジメントより提供された情報です。
※比率は当外国投資信託の数値です。

＜株式組入上位10銘柄＞　　　　　　　(銘柄数　55)
銘　柄　名 国名 業種 比率

1 Orascom Construction Industries エジプト 製造業 8.2%
2 MTN Group Ltd 南アフリカ 通信 5.5%
3 Sasol Ltd 南アフリカ エネルギー 4.8%
4 Impala Platinum Holdings Ltd 南アフリカ 素材 4.7%
5 Egyptian Co for Mobile Services エジプト 通信 4.7%
6 Egyptian Financial Group-Hermes Holding エジプト 金融 4.7%
7 Commercial International Bank エジプト 金融 4.4%
8 IAMGOLD Corp ガーナ 素材 4.1%
9 First Quantum Minerals Ltd ザンビア 素材 4.1%
10 Red Back Mining Inc ガーナ 素材 3.7%

ＪＢ アフリカン・エクイティ・ファンドのポートフォリオの内容

＜株式通貨別上位10通貨＞
通貨 比率

1 エジプトポンド 28.2%
2 南アフリカランド 27.6%
3 カナダドル 15.4%
4 ナイジェリアナイラ 8.5%
5 イギリスポンド 4.8%
6 ケニアシリング 3.6%
7 モロッコディルハム 3.5%
8 チュニジアディナール 2.2%
9 アメリカドル 2.2%
10 スイスフラン 0.7%

＜株式組入上位10ヵ国＞
国名 比率

1 エジプト 29.9%
2 南アフリカ 28.0%
3 ナイジェリア 9.8%
4 ガーナ 7.9%
5 ザンビア 7.5%
6 ケニア 3.6%
7 モロッコ 3.5%
8 マリ 3.3%
9 チュニジア 2.2%
10 モザンビーク 1.2%

＜株式組入上位５業種＞
業種 比率

1 素材 30.7%
2 金融 28.3%
3 通信 14.9%
4 製造業 11.4%
5 エネルギー 4.8%

＜資産構成比＞
株式 96.8%
現金その他 3.2%
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投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額
は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。後述のリスク情報とその他の留意事項をよくお読みく
ださい。
■当資料は、日興アセットマネジメントが当ファンドの投資信託説明書（交付目論見書）を補足することなどを目的とし、投資家の皆様に当ファ
ンドへのご理解を高めていただくために作成した販売用資料です。掲載されている見解は、当資料作成時点のものであり、将来の市場環境や運用
成果などを保証するものではありません。

◎運用の概況
　当月のアフリカ株式相場は、グローバル市場が概ね軟調に推移する中、安定した推移を
みせ概ね上昇しました。南アフリカなど一部で不冴えな市場もありましたが、エジプトや
ナイジェリアなどの市場では上昇しました。
　また為替相場は、対主要通貨で円高となる中で、アフリカ通貨の対円相場も円高基調と
なりました。
　南アフリカの株式市場は、EMEA（欧州、中東、及びアフリカ）地域の中で冴えないパ
フォーマンスとなりました。先進国と同様な値動きとなり、月の後半にかけて軟調に推移
し安値圏での越月となりました。各種経済指標は引き続きマイナスの数字となっていま
す。小売売上高などの統計が不振で、失業が消費支出を抑制して景気回復が遅れているこ
とを示しました。政府高官も、製造業や鉱業セクターが、世界経済危機の影響による混乱
からいまだ脱していないため、同国の経済回復および雇用創出はゆっくりとしたものにな
ると予想しています。また政府は、エコカーに対し新税制を導入する計画です。
　ドバイショックから立ち直りつつあるエジプト株式市場ですが、月末にかけて軟調に推
移する場面があったものの、月を通してみると力強く上昇しました。インフレ率が比較的
落ち着いている現在、政府はエネルギー助成金を削減するまたとない機会ととらえている
ようです。その前触れとして肥料の自由化などが検討されている模様です。一旦価格が自
由化されれば国際市場の変動が国内価格に及ぼす影響は増幅し、CPI（消費者物価指数）
に占める食料比重が比較的高いエジプトでは、世界経済が好景気に入った際にインフレが
引き起こされる可能性が高まるでしょう。議会選挙とも絡むためこの決定がなされるかど
うかは、低所得層、中間所得層に影響を及ぼす政治・社会情勢を政府がどうみるかに大き
く依存しています。
　１月はモロッコ株式市場にとっては明るい１ヵ月でした。カサブランカ株式市場は現地
通貨ベースで５％上昇して年明けをスタートし、出来高も昨年後半と比べると増加しまし
た。
　ポートフォリオですが、ナイジェリア、ケニア、及びエジプトへの投資はプラスに寄与
したものの、国際商品市場の大幅調整を経て株価が下落したサハラ以南の銘柄や南アフリ
カ株式などがマイナスの寄与となりました。
◎今後の見通しと運用方針
　2010年はアフリカ株式にとり再び良い年になると見ています。昨年の株価上昇の後でも
市場はまだ投資妙味のある水準にあります。ここ数ヵ月、株価の調整期間を通じてエジプ
トへの投資を増やし、さらに、ナイジェリアの消費関連銘柄をポートフォリオに加えまし
た。今後は内需やインフラプロジェクト関連の銘柄により注目していきます。

運 用 コ メ ン ト
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■お申込みメモ
　商品分類　　　：追加型投信／海外／株式
　お申込単位　　：（新規申込）10万円以上1円単位　（追加申込）1万円以上1円単位
                  ※別に定める場合この限りではありません。
　お申込価額　　：お申込受付日の翌営業日の基準価額
　お申込不可日　：取得申込日がルクセンブルグの銀行休業日、ヨハネスブルグ証券取引所の休業日、エジプト取引所の休業日
　　　　　　　　　（毎週金曜日はエジプト取引所の休業日となります。）のいずれかに当たる場合は、取得のお申込みの受付は行ない
　　　　　　　　　ません。詳しくは、日興コーディアル証券にお問い合わせください。
　信託期間　　　：2018年10月10日まで（2008年9月30日設定）
　決算日　　　　：毎年10月10日（休業日の場合は翌営業日）。ただし、初回決算は2009年10月13日とします。
　収益分配　　　：毎決算時に、分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向などを勘案して決定します。
　　　　　　　　　ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。
　　　　　　　　　※原則として、収益分配金は税金を差し引いた後、無手数料で自動的に再投資されます。再投資を停止し、
　　　　　　　　　分配金のお受取りをご希望される場合はお申し出ください。分配金のお受取りをご希望される場合、
　　　　　　　　　日興コーディアル証券の定める所定の日よりお支払いいたします。
　ご換金価額　　：換金請求受付日の翌営業日の基準価額
　ご換金不可日　：換金請求日がルクセンブルグの銀行休業日、ヨハネスブルグ証券取引所の休業日、エジプト取引所の休業日
　　　　　　　　　（毎週金曜日はエジプト取引所の休業日となります。）のいずれかに当たる場合は、換金請求の受付は行ないません。
　　　　　　　　　詳しくは、日興コーディアル証券にお問い合わせください。
　ご換金代金のお支払い：原則として、換金請求受付日から起算して8営業日目からお支払いします。
　お申込・ご換金制限　：受益者保護の観点から運用上の支障をきたさないようにするため、取得・換金申込み総額について委託会社が
　　　　　　　　　　　　多額と判断した場合、受付時間制限および金額制限を行なう場合があります。
　課税関係　　　：原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時および償還時の差益は課税の対象となります。
　　　　　　　　　※課税上は、株式投資信託として取り扱われます。
　　　　　　　　　※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
■手数料等の概要
　　　　　　　　：お客様には、以下の費用をご負担いただきます。
　　　　　　　　　＜お申込時、ご換金時にご負担いただく費用＞
　　　　　　　　　●お申込手数料　　　：お申込手数料率は、お申込金額に応じて、以下のように変わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1億円未満･･･････････････3.675％ （税抜3.5％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1億円以上5億円未満･･････2.1％   （税抜2.0％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5億円以上10億円未満･････1.05％  （税抜1.0％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10億円以上･･････････････0.7875％（税抜0.75％）
                                        ※別に定める場合この限りではありません。
　　　　　　　　　●換金手数料　　　　：ありません。
　　　　　　　　　●信託財産留保額　　：ありません。
　　　　　　　　　＜信託財産で間接的にご負担いただく（ファンドから支払われる）費用＞
　　　　　　　　　●信託報酬：純資産総額に対して年率2.07675％（税抜2.015％）程度を乗じて得た額が実質的な信託報酬となります。
　　　　　　　　　　　　　　　信託報酬率の内訳は、当ファンドの信託報酬率が年率1.29675％（税抜1.235％）、投資対象とする投資
　　　　　　　　　　　　　　　信託証券の組入れに係る信託報酬率が年率0.78％程度となります。受益者が実質的に負担する信託報酬
　　　　　　　　　　　　　　　率（年率）は、投資対象とする投資信託証券の組入比率などにより変動します。
　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。
　　　　　　　　　●その他費用：組入有価証券の売買委託手数料、監査費用、借入金の利息、立替金の利息　など
　　　　　　　　　※その他費用については、運用状況により変動するものであり、事前に料率、上限額等を示すことができません。
　　　　　　　　　※当ファンドの手数料などの合計額については、投資家の皆様がファンドを保有される期間などに応じて異なります
　　　　　　　　　　ので、表示することができません。
　　　　　　　　　※詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

■委託会社、その他関係法人
　委託会社　：日興アセットマネジメント株式会社
　受託会社　：中央三井アセット信託銀行株式会社（再信託受託会社：日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社）
　販売会社　：日興コーディアル証券株式会社

■お申込みに際しての留意事項
○リスク情報
・当ファンドは、主に投資信託証券に投資を行ない、投資対象とする投資信託証券は、主に株
　式など値動きのある証券（外貨建証券は為替変動リスクもあります。）を投資対象としてい
　るため、基準価額は変動します。特に投資する新興国の株式は、先進国の株式に比べて価格
　変動が大きくなる傾向があり、基準価額にも大きな影響を与える場合があります。したがっ
　て、元金を割り込むことがあります。
・投資対象とする投資信託証券の主なリスクは以下の通りです。
【価格変動リスク】
　一般に株式の価格は、国内および国外の経済・政治情勢などの影響を受け変動します。ファ
　ンドにおいては、株式の価格変動または流動性の予想外の変動があった場合、重大な損失が
  生じるリスクがあります。
　一般に公社債は、金利変動により価格が変動するリスクがあります。一般に金利が上昇した
　場合には価格は下落し、ファンドの基準価額が値下がりする要因となります。ただし、その
　価格変動は、残存期間・発行条件などによりばらつきがあります。
【流動性リスク】
　市場規模や取引量が少ない場合、組入銘柄を売却する際に市場実勢から期待される価格で売
　却できず、不測の損失を被るリスクがあります。
　一般に新興国の株式は、先進国の株式と比較して、市場規模や取引量が少ないため、相対的
　に流動性リスクが高いと考えられます。
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【信用リスク】
　一般に投資した企業の経営などに直接・間接を問わず重大な危機が生じた場合には、ファン
　ドにも重大な損失が生じるリスクがあります。
　一般に公社債および短期金融資産にデフォルト（債務不履行）が生じた場合またはそれが予
　想される場合には、公社債および短期金融資産の価格は下落（価格がゼロになることもあり
　ます。）し、ファンドの基準価額が値下がりする要因となります。
【為替変動リスク】
　外貨建資産については、一般に外国為替相場が当該資産の通貨に対して円高になった場合に
　は、ファンドの基準価額が値下がりする要因となります。
【カントリー・リスク】
　投資対象国である新興国における非常事態など（金融危機、デフォルト、重大な政策変更や
　資産凍結を含む規制の導入、自然災害、クーデターや重大な政治体制の変更、戦争など）を
　含む市況動向や資金動向などによっては、ファンドにおいて重大な損失が生じるリスクがあ
　り、投資方針に従った運用ができない場合があります。
　情報の開示などの基準が先進国とは異なることから、投資判断に際して正確な情報を充分に
　確保できない場合があります。
　ファンドの投資対象株式が上場または取引されている諸国の税制が先進国と異なる場合があ
　ります。また、それらの諸国における税制が一方的に変更されたり、新たな税制が適用され
　たりすることもあります。以上のような要因は、ファンドの信託財産の価値に影響を与える
　可能性があります。
　ファンドの投資対象国においては、政府当局が様々な規制を一方的に導入することがあるほ
　か、投資対象株式が取引されている市場、証券決済の仕組み、海外からの送回金規制、法規
　制などに関する制度が先進国と異なる場合があることから、運用上予期しない制約を受ける
　可能性があります。特に証券決済の仕組みがDVP取引（証券取引において証券の受渡しと資金
　決済を同時に行なう取引）を導入していない場合、予定された期日に取引相手先から取引対
　象資産の受渡しがされない場合があります。
　ファンドは、実質的な株式の組入れが高位となるよう投資を行なうことを基本としますが、
　ファンドの投資対象国によっては、投資のための口座開設にかかる認可がおりるまでに時間
　を要する国もあることから、当該投資対象国に上場している株式への投資が若干遅れる可能
　性があり、ファンドの投資方針に従った運用ができない場合があります。
※ファンドが投資対象とする投資信託証券は、これらの影響を受けて価格が変動しますので、
　ファンド自身にもこれらのリスクがあります。

○その他の留意事項
　・当資料は、日興アセットマネジメントが「日興アフリカ株式ファンド」の投資信託説明書
　　（交付目論見書）を補足することなどを目的とし、投資家の皆様に当ファンドへのご理解
　　を高めていただくために作成した販売用資料です。
　・投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護
　　の対象ではありません。また、銀行など登録金融機関で購入された場合、投資者保護基金
　　の支払いの対象とはなりません。
　・投資信託の運用による損益は、すべて受益者の皆様に帰属します。当ファンドをお申込み
　　の際には、販売会社より、投資信託説明書（交付目論見書）などをあらかじめ、または同
　　時にお渡ししますので、必ず詳細をご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。

設定・運用は　日興アセットマネジメント株式会社
　　　金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第368号
　　　加入協会：（社）投資信託協会
　　　　　　　　（社）日本証券投資顧問業協会

　お申込みは

日本証券業
協会

（社）日本証券
投資顧問業

協会

（社）金融先物
取引業協会

日興コーディアル証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○

加入協会

金融商品取引業者等の名称 登録番号


